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インターバンクの声 （2015 年 6 月 12 日） 
 

一昨日の黒田日銀総裁発言をきっかけにして進んだ円買いだったが、今のと

ころは、その後のドル最安値もどうにか１２２円４６銭に留まっている。も

う一段の調整を期待していた人達も少なくなかったようだが、一応、昨日の

米小売売上高や来週に控えている米連邦公開市場委員会（FOMC）を確認して

からとの気持ちが勝っていたせいか、現状は黒田総裁の発言前高値と発言の

安値のほぼ中間付近での推移となっている。昨日の米小売売上高は、ほぼ市

場の予想通りだったが、発表時間が近づくにつれて予想が弱気に傾いていた

こともあってか、強い結果だったとの解説も目立っている。確かに、発表直

後に１２４円１０銭までドルが瞬間上昇する場面もあったようだが、結果的

には波乱のない相場展開になっている。市場では米連邦準備理事会（FRB）が

９月にも利上げに踏み切るとの観測が強まっているようだが、FOMCの結果が

市場の見方通りの決断をするのかどうかの確信は持てず、意外に１２２円か

ら１２５円程度のレンジ相場が長続きするかも知れない。 
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